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本日開会の市議会９月定例会に提出いたしました議案のご審議

をお願いするにあたり、その提案理由の概要をご説明申し上げ

ます。 

議案は全部で２１件あり、決算案１１件、予算案３件、条例案

１件、契約案２件、その他３件、人事案１件となっております。 

以下、議案番号に従い順次、ご説明申し上げます。 

最初に認定第１号から認定第５号までの決算案の概要について

申し上げます。 

令和７年度の本市財政を取り巻く社会経済情勢を振り返ります

と、不安定な海外情勢や円安の進行などに起因する物価上昇が

続き、また、全国的な人件費の上昇による各種事業費の増や、

日銀の金利政策に伴う更なる金利の上昇も見られ、地方財政を

取り巻く状況は、依然として不透明なものとなっておりました。 

このような中、令和７年度決算は、歳出では、喫緊の課題で

ある人口減少対策や真の子育て支援日本一に向けた取組、また、

新図書館、富士山木のおもちゃ美術館の整備といった未来を

見据えた事業の推進など、いま必要な施策を適時・的確に展開し、

一方では、緊急的な財政出動に備え、経常経費の縮減に全庁一丸と

なって取り組みました。 

こうした中、令和７年度決算を総括しますと、先行き不透明な

状況での財政運営ではありましたが、財源を最大限に確保して

事業展開が図れたことなどにより、財政の健全性が維持された

中での良好な決算を迎えることができました。 

 

それでは、認定第１号、令和７年度御殿場市一般会計歳入歳出

決算認定について申し上げます。 
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令和７年度の一般会計は、歳入５１７億１ ,５７５万円余、 

歳出４８３億７８０万円余の決算額となりました。 

歳入から歳出を差し引いた形式収支は３４億７９５万円余と

なり、形式収支から令和８年度への繰越事業に充当する財源 

７億１,８４６万円余を差し引いた実質収支は、過去３番目の規模

となる２６億８,９４８万円余の黒字となりました。 

歳入決算額は、前年度と比較して、３６億１,０４９万円余、

７.５％の増となりました。主な要因は、地方特例交付金が４億

３,０４９万円余、繰入金が２億６,０６４万円余の減となった

一方、国庫支出金が１３億６,７０２万円余、市債が１２億４２０

万円、繰越金が１１億９ ,１１８万円余の増となったことで

ございます。 

歳出決算額は、前年度と比較して、３６億１,８２１万円余、

８.１％の増となりました。主な要因は、土木費が５億４,４１１

万円余、公債費が１億８ ,４８６万円余の減となった一方、

教育費が２０億２２７万円余、総務費が１８億３,６７４万円余、

民生費が４億９,８６４万円余の増となったことでございます。 

予算に対する歳出執行率は、前年度を０.６ポイント上回り

９２.７％となりました。 

令和８年度への繰越明許及び事故繰越しの総額は、１５億

３,９４３万円余で、総務費、民生費、農林水産業費、土木費、

消防費及び教育費に係るものでございます。 

また、令和７年度に実施した普通建設事業の主なものは、

木製おもちゃ館整備事業、地域計画関連道路整備事業、道路維持

補修事業、新図書館等整備事業などでございます。 

次に、認定第２号、令和７年度御殿場市国民健康保険特別会計
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歳入歳出決算認定について申し上げます。 

歳出の主なものは、保険給付費、国民健康保険事業費納付金

及び保健事業費で、総額６５億８，３７１万円余でございます。 

歳入の主なものは、国民健康保険税、県支出金及び繰入金で、

総額６９億７，０１１万円余となり、歳入歳出差引き３億

８，６４０万円余が翌年度へ繰越しとなりました。 

次に、認定第３号、令和７年度御殿場市救急医療センター特別

会計歳入歳出決算認定について申し上げます。 

歳出の主なものは、救急医療センターの管理運営に係る総務費

及び診療に要した医業費で、総額５億２，２３２万円余で

ございます。 

歳入の主なものは、診療収入、証明等手数料、小山町負担金

及び一般会計からの繰入金で、総額５億３，４２９万円余となり、

歳入歳出差引き１，１９６万円余が翌年度へ繰越しとなりました。 

次に、認定第４号、令和７年度御殿場市介護保険特別会計歳入

歳出決算認定について申し上げます。 

歳出の主なものは、保険給付費及び地域支援事業費で、総額

６４億９，５９４万円余でございます。 

歳入の主なものは、第１号被保険者の保険料、国及び県の

負担金並びに支払基金交付金で、総額６８億７，６３４万円余

となり、歳入歳出差引き３億８，０３９万円余が翌年度へ繰越し

となりました。 

次に、認定第５号、令和７年度御殿場市後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算認定について申し上げます。  

歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金で、

総額１４億５，１９１万円余でございます。  
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歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料で、総額１４億

５，８８３万円余となり、歳入歳出差引き６９２万円余が

翌年度へ繰越しとなりました。  

次に、認定第６号、令和７年度御殿場市上水道事業会計

剰余金の処分及び決算認定について申し上げます。  

収益的収支につきましては、収入が給水収益、その他営業

収益などの１６億３，３１５万円余に対して、支出は施設

の維持管理費、減価償却費などの１２億５，７１２万円余

で、２億９，６２６万円余の純利益が生じました。  

また、資本的支出の主なものは、建設改良費及び企業債償還金

で、総額９億７，０７８万円余でございます。これらの財源

として、他会計負担金及び工事負担金の資本的収入４，４２３

万円余を充て、残りの不足額につきましては、損益勘定留保

資金などで補填いたしました。  

なお、当年度未処分利益剰余金の処分につきましては、６億

４，６２０万円余のうち、３億４，９９４万円余を自己資本金

へ組み入れ、２億６，５３６万円余を建設改良積立金へ、

１，０００万円を災害準備積立金へ積み立て、２，０９０万円を

一般会計納付金として納付いたします。  

次に、認定第７号、令和７年度御殿場市工業用水道事業会計

剰余金の処分及び決算認定について申し上げます。 

収益的収支につきましては、収入が給水収益、受取利息などの

５，９９８万円余に対して、支出は施設の維持管理費などの

４，１３８万円余で、１，２５９万円余の純利益が生じました。 

また、資本的支出は、建設改良費で、６，６１１万円余で

ございます。この財源につきましては、建設改良積立金などで
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補填いたしました。 

なお、当年度未処分利益剰余金の処分につきましては、

５，９２９万円余のうち、４，６７０万円余を自己資本金へ組み

入れ、１，２５９万円余を建設改良積立金へ積立ていたします。 

次に、認定第８号、令和７年度御殿場市簡易水道事業会計

決算認定について申し上げます。 

収益的収支につきましては、収入が給水収益、他会計補助金

などの６，７２２万円余に対して、支出は、施設の維持管理費

などの６，７２２万円余で同額となり、純利益及び純損失は

生じませんでした。 

また、資本的支出は、建設改良費で、５，８０１万円余で

ございます。この財源につきましては、他会計補助金など

５，８０１万円余を充てました。 

次に、認定第９号、令和７年度御殿場市公共下水道事業会計

決算認定について申し上げます。 

収益的収支につきましては、収入が下水道使用料、他会計

負担金などの１１億９，８２２万円余に対して、支出は、施設

の維持管理費、減価償却費などの１１億６，５３０万円余で、

２，０３５万円余の純利益が生じました。 

また、資本的支出は、建設改良費及び企業債償還金で、総額

１２億４，６５０万円余でございます。これらの財源として、

受益者負担金、国庫補助金、他会計負担金及び補助金並びに

企業債の資本的収入９億２，１０１万円余を充て、残りの不足額

につきましては、損益勘定留保資金などで補填いたしました。 

次に、認定第１０号、令和７年度御殿場市農業集落排水事業

会計剰余金の処分及び決算認定について申し上げます。 
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収益的収支につきましては、収入が下水道使用料、他会計

負担金などの７，７２９万円余に対して、支出は、施設の維持

管理費などの７，１８１万円余で、５４８万円余の純利益が

生じました。 

また、資本的支出は、建設改良費及び企業債償還金で、総額

３，０３５万円余でございます。これらの財源として、国庫

補助金及び他会計補助金の資本的収入１，６９５万円余を充て、

残りの不足額につきましては、損益勘定留保資金などで補填

いたしました。 

なお、当年度未処分利益剰余金の処分につきましては、

１，１０８万円余のうち、５６０万円余を自己資本金へ組み入れ、

５４８万円余を減債積立金へ積立ていたします。 

次に、認定第１１号、令和７年度御殿場市公設浄化槽事業会計

決算認定について申し上げます。 

収益的収支につきましては、収入が下水道使用料、他会計

補助金などの６，９３３万円余に対して、支出は、施設の維持

管理費などの６，８３６万円余で、９６万円余の純利益が生じ

ました。 

また、資本的支出は、建設改良費で、１，５４０万円余で

ございます。この財源につきましては、浄化槽分担金及び負担金、

国及び県補助金並びに他会計補助金の資本的収入を充てました。 

次に、議案第３６号、令和８年度御殿場市一般会計補正予算

（第３号）について申し上げます。 

今回の補正額は、２７億３,４００万円の増額で、補正後の

予算総額は、歳入歳出それぞれ４６８億９,５００万円となります。 

補正の背景といたしましては、第２号補正後の事情変化により
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必要となりました予算の措置でございます。 

歳出の主なものは、基金積立金、（仮称）富士山の恵み産業

パーク整備事業及び道路維持補修事業の増額並びに地域農政

推進事業の減額でございます。 

歳入の主なものは、国庫支出金、繰越金及び市債の増額並びに

県支出金の減額でございます。 

また、事業の進捗等により、繰越明許費及び債務負担行為の

追加並びに地方債の変更を行うものでございます。 

次に、議案第３７号、令和８年度御殿場市国民健康保険特別

会計補正予算（第１号）について申し上げます。 

今回の補正額は、７２６万８千円の減額で、補正後の予算総額

は、歳入歳出それぞれ７３億４，８７３万２千円となります。 

歳出の主なものは、国民健康保険事業費納付金及び償還金の

減額でございます。    

歳入は、前年度繰越金の増額並びに基金繰入金及び諸収入の

減額でございます。 

次に、議案第３８号、令和８年度御殿場市上水道事業会計補正予算

（第１号）について申し上げます。 

本案は、中央監視設備更新事業の実施に伴い、翌年度以降に

おける円滑な事業執行を図るとともに、防災拠点となる避難所、

病院などに接続する重要給水管路の耐震化を推進するため、

債務負担行為を追加するものでございます。 

次に、議案第３９号、御殿場市火入れに関する条例の一部を改正

する条例制定について申し上げます。 

本案は、新たに林野火災注意報及び林野火災警報が創設され、

御殿場市・小山町広域行政組合火災予防条例の一部が改正された
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ことに伴い、火入れの中止要件について所要の改正を行うもの

でございます。 

次に、議案第４０号、玉穂地区屋内プール機械設備改修工事請負

契約の締結について申し上げます。 

本案は、玉穂地区屋内プールの機能維持及び長寿命化を図る

ことを目的に設備改修を実施すべく、過日入札に付しましたが、

予定価格が１億５，０００万円以上となりますので、議会の議決を

経て本契約を締結いたしたく、提案するものでございます。 

次に、議案第４１号、防災行政無線施設（戸別受信機）の取得

について申し上げます。 

本案は、現在市民に貸与しております同報無線の戸別受信機が、

耐用年数を超え、経年による劣化が進んでおりますことから、

新たな戸別受信機に更新すべく、過日入札に付しましたところ、

予定価格が２，０００万円以上となりますので、議会の議決を

経て本契約を締結いたしたく、提案するものでございます。 

次に、議案第４２号、御殿場市の特定の事務を取り扱う郵便局

の指定について申し上げます。 

本案は、マイナンバーカードに搭載された電子証明書の更新

事務などを郵便局で取り扱わせるため、地方公共団体の特定の

事務の郵便局における取扱いに関する法律第３条第１項の規定

により、神山郵便局、御殿場原里郵便局、御殿場森之腰郵便局

及び高根郵便局を指定することについて、同条第３項の規定に

より、議会の議決を求めるものでございます。 

次に、議案第４３号、市道路線の廃止について、及び議案第

４４号、市道路線の認定についての２案につきましては、関連

がありますので一括して申し上げます。 
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今回の廃止は３路線、認定は２路線で、（仮称）富士山の恵み

産業パーク整備事業による廃止が１件、現地確認による廃止が

１件、都市計画法第３２条協議に基づく廃止が１件、認定が２件

でございます。 

次に、同意第５号、御殿場市教育委員会委員の任命について

申し上げます。 

本案は、令和８年９月３０日をもって任期満了となる勝又 

英和（かつまた  ひでかず）氏の後任として、遠藤  マリ

（えんどう まり）氏を任命いたしたく、議会の同意を求める

ものでございます。 

 

以上で、本日提案いたしました議案の提案理由の説明を終わり

といたします。 

慎重なご審議の上、ご賛同いただきますようお願い申し上げ

ます。 
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